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龍
雲
寺  

花
園
会
報

監
修
／
細
川 

晋
輔
　
編
集
／
細
川 

要
子

二
〇
二
四
年  

正
月
号

臨
済
宗
妙
心
寺 

派

〒
一
五
四
ー
〇
〇
〇
三 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三
ー
三
四
二
一
ー
〇
二
三
八

東
京
都
世
田
谷
区
野
沢
三
ー
三
八
ー
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
三
ー
三
四
一
八
ー
九
八
六
三

野沢龍雲寺 検索

◯
新
し
い
年
迎
え
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
す
か
？

寒
暖
差
の
激
し
い
年
で
体
調
管
理
が
大
変
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
◯
龍
雲
寺
で
は
三
月
の
三
百
年
遠
忌
に

向
け
て
戸
張
を
新
調
し
た
り
畳
替
え
や
境
内
の
整
備

中
で
す
◯
応
接
間
の
前
の
ベ
ラ
ン
ダ
に
ガ
ラ
ス
戸

を
は
め
て
植
木
鉢
を
置
く
場
所
が
出
来
ま
し
た
。

毎
年
シ
ク
ラ
メ
ン
や
蘭
の
花
を
沢
山
頂
く
の
で
大
切

に
育
て
て
い
ま
す
。
い
つ
も
五
月
初
旬
ま
で
シ
ク
ラ

メ
ン
が
元
気
に
咲
い
て
く
れ
ま
す
◯
母
の
残
し
た

月
下
美
人
も
毎
年
、
甘
い
香
り
を
漂
わ
せ
て
咲
い
て

く
れ
て
い
ま
す
◯
御
詠
歌
の
会
員
を
募
集
中
で
す
。

龍
雲
寺
支
部
の
皆
さ
ん
は
楽
し
く
お
唱
え
し
て
い

ま
す
。
人
数
が
多
い
割
に
お
唱
え
も
お
作
法
も
揃

っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
歌
詞
も
素
晴
ら

し
い
の
と
お
腹
か
ら
声
を
出
し
て
息
が
長
く
続
く

様
に
な
り
健
康
に
も
良
い
で
す
。
い
つ
で
も
見
学

自
由
で
す
。
詳
細
は
お
寺
ま
で
。
お
待
ち
し
て
い

ま
す
◯
妙
心
寺
の
お
精
霊
送
り
と
五
山
送
り
火
の

旅
を
八
月
十
五
日
か
ら
十
七
日
の
二
泊
三
日
で
企

画
し
ま
す
。
是
非
ご
参
加
下
さ
い
◯
境
内
の
紅
葉

も
綺
麗
で
す
。
獅
子
柚
子
や
み
か
ん
は
沢
山
身
を

付
け
て
い
ま
す
。
夏
み
か
ん
は
物
凄
く
酸
っ
ぱ
く

て
誰
も
食
べ
ま
せ
ん
が
、
お
鍋
の
時
に
ポ
ン
酢
と

し
て
使
う
と
美
味
し
い
で
す
◯
山
内
一
同
お
か
げ

さ
ま
で
元
気
に
し
て
い
ま
す
。
方
丈
さ
ん
も
十
一

月
に
八
十
三
歳
に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
も
お
身
体

ご
自
愛
下
さ
い
。
お
元
気
で
。
　
　
　
　 

要  

子

編
集
後
記

　
　
ご
　
　
挨
　
　
拶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
　
職 

　
細
　
川
　
晋
　
輔

　
令
和
六
年
の
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
で
新
年
を

迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
平
常
に
戻
り
つ
つ
あ
る
日
常
に
、
少
し
だ
け
安
堵
し

て
お
り
ま
す
。
お
寺
の
行
事
も
、
両
親
や
総
代
世
話
人
の
皆
様
方
と
話

合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
現
状
に
あ
っ
た
か
た
ち
で
再
開
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　
今
年
は
、
江
戸
時
代
に
龍
雲
寺
を
開
か
れ
た
節
外
祖
貞
禅
師
の
三
〇

〇
回
忌
に
あ
た
り
、
三
月
に
ご
縁
の
あ
る
和
尚
様
方
を
全
国
か
ら
お
招

き
し
て
、
ご
遠
忌
の
ご
法
要
を
挙
行
い
た
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
本
堂

を
は
じ
め
と
し
た
諸
堂
の
修
繕
、
畳
替
え
な
ど
昨
年
よ
り
着
々
と
準
備

を
し
て
お
り
ま
す
。

　
龍
雲
寺
は
一
六
九
九
年
に
盤
珪
国
師
の
法
嗣
、
節
外
禅
師
が
麻
布
の

光
林
寺
か
ら
隠
居
す
る
た
め
に
、
現
在
の
龍
雲
寺
墓
地
付
近
に
建
立
さ

れ
ま
し
た
。
野
沢
の
発
展
に
と
も
な
っ
て
、
村
に
は
お
寺
が
必
要
と
切

望
し
た
名
主
・
田
中
七
右
衛
門
氏
ら
が
切
望
し
、
智
見
寺
の
名
義
を
譲

り
受
け
た
の
が
は
じ
ま
り
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
龍
雲
寺
は
、
そ
れ
以

降
安
政
の
大
地
震
な
ど
で
荒
廃
に
帰
し
、
無
住
時
代
と
な
り
ま
し
た
が
、

歴
代
の
和
尚
様
方
の
ご
尽
力
で
復
興
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
お
寺
を
お
預
か
り
す
る
住
職
と
し
て
は
、
ど
の
よ
う
な
思
い
で
開
山

節
外
禅
師
が
龍
雲
寺
を
建
立
さ
れ
た
か
、
こ
の
三
〇
〇
年
遠
忌
と
い
う

大
き
な
節
目
に
あ
た
り
、
し
っ
か
り
と
鑑
み
て
取
り
組
ん
で
参
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
檀
信
徒
の
皆
様
に
と
っ
て
幸
せ
な
一
年

と
成
り
ま
す
こ
と
を
、
心
よ
り
祈
念
致
し
ま
し
て
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

12
月
31
日（
日
）
除
夜
の
鐘

1
月
7
日（
土
）
大
般
若
会

　
　
　
　
　
　  
了
而
　
獅
子
舞
・
か
っ
ぽ
れ

1
月
14
日（
日
）
安
岡
定
子
先
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
ら
こ
や
論
語
塾

2
月
4
日（
日
）
安
岡
定
子
先
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
ら
こ
や
論
語
塾

2
月
7
日（
水
）
※
本
年
の
開
山
忌
は
3
月
に

　
　
　
　
　
　
　  

行
い
ま
す
。

3
月
5
日（
火
）
遷
座
式
・
円
覚
寺
管
長
・
横
田

　
　
　
　
　
　  

南
嶺
老
大
師
講
演
会

3
月
6
日（
水
）
開
山
節
外
祖
貞
禅
師
三
〇
〇
年

　
　
　
　
　
　  

遠
忌
法
要

3
月
20
日（
水
）
春
季
彼
岸
会

行
事
予
定

令
和
六
年
一
月
七
日
（
日
）
　
於
・
龍
雲
寺
本
堂

午
前
十
一
時
　
　
　
　
〜
御
詠
歌
奉
詠

午
前
十
一
時
三
十
分
　
〜
法
話

正
午
　
　
　
　
　
　
　
〜
法
要
　
後
〜
昼
食
会
（
中
止
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
っ
ぽ
れ
・
獅
子
舞

大
般
若
会

　
大
般
若
会
と
は
？

　
唐
の
玄
奘
三
蔵
法
師
が
イ
ン
ド
か
ら
持
ち
か
え
り

四
カ
年
を
費
や
し
て
翻
訳
さ
れ
た
最
大
の
教
典
「
大

般
若
波
羅
蜜
多
経
」
六
百
巻
を
転
読
、
祈
祷
す
る
法

要
で
す
。

　
仏
前
に
は
、
悪
心
を
取
り
除
く
働
き
の
あ
る
と
い

わ
れ
る
「
十
六
善
神
」
の
尊
像
を
掛
け
人
間
と
し
て

の
真
の
幸
福
と
世
界
平
和
を
祈
願
す
る
法
要
で
、
中

国
で
は
長
い
歴
史
の
中
で
鎮
護
国
家
と
除
災
招
福
を

願
う
重
要
な
祈
祷
会
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
日
本
で
は
文
武
天
皇
の
大
宝
三
年
（
七
〇
三
）
に

行
わ
れ
た
記
録
が
「
続
日
本
紀
」
に
あ
り
ま
す
。

　
新
し
い
年
を
迎
え
て
今
年
一
年
の
息
災
を
お
祈
り

い
た
し
ま
し
ょ
う
。

※
お
申
し
込
み
不
要
、
新
年
の
祈
祷
会
に
な
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
ま
せ
。
会
費
無
料

　
鐘
つ
き
は
整
理
券
を
配
布
し
、
人
数
を
三
百
人
と
限

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
整
理
券
の
配
布
は
午
後
十
一
時
十
五
分
か
ら
の
予
定

で
す
。
鐘
つ
き
の
開
始
、
整
理
券
の
配
布
時
間
等
、
状

況
に
よ
り
時
間
が
前
後
す
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
。
予

定
人
数
と
な
り
ま
し
た
ら
、
鐘
つ
き
は
終
了
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
尚
、
本
堂
へ
の
お
参
り
は
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

除
夜
の
鐘



れ
た
の
で
す
。
更
に
全
国
に
創
興
さ
れ
た
寺
院
は
五

十
余
、
お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
か
ら
勧
請
し
て
開
山

と
す
る
寺
院
も
百
五
十
余
に
及
ん
で
い
ま
す
。

　
龍
雲
寺
の
御
開
山
・
節
外
祖
貞
禅
師
は
、
盤
珪
国

師
の
法
を
一
番
に
嗣
が
れ
た
高
弟
に
あ
た
り
ま
す
。

◆
無
相
教
会
花
園
流
御
詠
歌
会
員
募
集

　
お
寺
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い

◆
早
朝
洗
心
坐
禅
会︵
要
予
約
︶

　
毎
週
日
曜
日

　
朝
7
時
〜
8
時
30
分
（
6
時
開
門
）

　
会
費
　
無
料

※
オ
ン
ラ
イ
ン
（
7
時
30
分
〜
）

◆
写
経
会
︵
初
回
の
み
要
予
約
︶

　
毎
月
第
2
土
曜
日
　
2
時
〜
4
時

　（
但
し
、2
月
は
第
3
土
曜
、7
月
、8
月
は
お
休
み
）

　
納
経
料
は
一
巻
５
０
０
円（
龍
雲
寺
に
納
経
）

◆
龍
雲
寺
厚
木
墓
地
の
ご
案
内

　
厚
木
市
・
聞
修
寺
墓
苑
内
に
龍
雲
寺
檀
徒
用

の
墓
地
を
造
成
し
ま
し
た
。
龍
雲
寺
檀
徒
と
し

て
お
付
き
合
い
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

◆
龍
雲
寺
て
ら
こ
や
子
ど
も
論
語
塾

　
安
岡
定
子
先
生
を
お
招
き
し
て
の
論
語
の
素
読

教
室
で
す
。

　
※
感
染
症
対
策
を
と
り
な
が
ら
要
予
約
で
再
開
し
て

　
　
お
り
ま
す
。

【
日
　
時
】
毎
月
第
一
日
曜
日

※
1
月
は
14
日
に
な
り
ま
す

※
3
月
・
8
月  

休
会

午
後
3
時
か
ら

【
参
加
費
】
大
人
８
０
０
円
、
子
ど
も
無
料

　
　
　
　
（
家
族
料
金
８
０
０
円
）

　
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

※
参
加
希
望
の
方
は
予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

○
他
に
も
龍
雲
寺
で
は
囲
碁
の
会
・
茶
道
部
・
獅
子
舞･

　
子
ど
も
会
・
か
っ
ぽ
れ
・
ヨ
ー
ガ
等
が
あ
り
ま
す
。

盤珪国師木造
修復作業ののち遷座いたします

遷
座
式
・
法
話
会
の
ご
案
内

【
日
　
時
】
令
和
6
年
３
月
５
日
（
火
）
　
午
後
３
時
よ
り
午
後
５
時
頃
ま
で

【
講
　
師
】
臨
済
宗
円
覚
寺
派
管
長
　
横
田
南
嶺
老
大
師

【
場
　
所
】
龍
雲
寺
本
堂

【
参
加
費
】
無
　
料

【
定
　
員
】
50
名

こ
ち
ら
は
、
予
約
制
で
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
参
加
希
望
の
方
は
龍
雲
寺
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
場
合
先
着
順
と
な
っ
て
お
り
ま
す

　
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
龍
雲
寺
の
ご
開
山
、
節
外
祖
貞
禅
師
三
〇
〇

年
遠
忌
に
合
わ
せ
、
ご
縁
を
い
た
だ
き
岐
阜
県
に

あ
る
臨
済
宗
妙
心
寺
派
玉
龍
寺
よ
り
盤
珪
國
師

の
木
像
を
お
遷
し
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
三
月
五
日
午
後
三
時
よ
り
、

龍
雲
寺
本
堂
に
お
き
ま
し
て
、
円
覚
寺
管
長
・

横
田
南
嶺
老
大
師
様
を
御
導
師
に
御
尊
像
の

遷
座
式
を
挙
行
致
し
ま
す
。

　
ま
た
、
式
後
に
は
檀
信
徒
の
皆
様
に
向
け

て
、
横
田
老
大
師
に
よ
る
盤
珪
國
師
に
ま
つ

わ
る
御
法
話
を
頂
戴
い
た
し
ま
す
。
ま
た
と

な
い
機
会
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
予
約

申
し
込
み
の
上
、
ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
幸

甚
で
す
。

　
盤
珪
永
琢
（
ば
ん
け
い
よ
う
た
く
）
国
師
は
、

江
戸
時
代
の
高
名
な
禅
僧
で
す
。
元
和
八
（
一
六

二
二
）
年
播
磨
国
揖
西
郡
浜
田
村
（
現
在
の
兵
庫

県
姫
路
市
網
干
区
浜
田
）
の
儒
者
、
菅
原
道
節
の

三
男
と
し
て
生
ま
れ
、
十
七
歳
の
時
に
、
赤
穂
・

隋
鷗
寺
の
雲
甫
全
祥
和
尚
の
門
を
叩
い
て
出
家

得
度
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
死
に
瀕
す
る
ほ
ど

の
猛
修
行
の
末
、
悟
り
を
ひ
ら
か
れ
、
多
く
の
帰

依
者
が
群
衆
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
盤
珪
国
師
開
創
三
大
寺
と
後
に
言
わ
れ
る
網

干
・
龍
門
寺
、
大
洲
・
如
法
寺
、
江
戸
・
光
林
寺
を

建
立
し
、
各
所
で
一
般
庶
民
に
布
教
教
化
を
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
世
寿
七
十
二
歳
で
遷
化
さ
れ

る
ま
で
、
手
度
の
弟
子
四
百
余
人
、
尼
弟
子
二
百

七
十
余
人
、
弟
子
の
礼
を
執
る
も
の
は
、
大
名
か

ら
庶
民
に
至
る
ま
で
五
万
人
以
上
、
盤
珪
国
師
の

至
る
と
こ
ろ
常
に
数
百
人
の
人
々
が
教
え
を
請
わ

募 

集 

中

詳
し
く
は
龍
雲
寺
ま
で

盤
珪
国
師
に
つ
い
て
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